
KOBE AWAY PRESS
私達にはアウェイ戦のゴール裏をクリムゾンレッドで埋め尽くすという夢があります。一人でも多くのヴィッセル神戸サポーターにアウェイ観戦の楽しさを
届けたい。KOBE AWAY PRESSはこうした思いから生まれた情報紙です。KOBE AWAY PRESSは関東サポーター有志により自主的に制作されています。

真夏の勝負号 2023.08.12Kick Off 70
We aim to provide a pleasure of watching away game, dreaming the spectacle of away crowd covered in crimson red. 

どこまでも行こうぜ　勝利を信じて
熱き友の想い　胸に宿して
行こう　勝利へ
トモニ戦え ラーララ ララララ！
歌声響かせろ（KOBE!)　遠く神戸まで（KOBE!）
さぁみんなで帰ろう 神戸に帰ろう
勝利この手に！

KOBE AWAY MARCH

台風2号の影響で、延期となった第16節で対戦したのも束の間。今度は等々力に
乗りこんでの対戦となります。
昨年10月の等々力では、優勝争いをしていた川崎フロンターレに挑みました。
最後はVARによるPK判定を取られ1-2での悔しい敗戦。クラブ初のリーグ６連勝
を逃しています。
さて今季の川崎フロンターレですが、9節までわずか2勝という苦しい滑り出しで、や
はり抜けた選手の穴は大きいか・・と思われました。
しかし、ゴールデンウイークの連戦を3戦全勝。先日も首位横浜F・マリノスを敵地で
撃破するなど勢いに乗っています。

一方、我らがヴィッセルは、イニエスタ選手を送り出した後も、新潟戦、天皇杯磐田
戦、鳥栖戦と、着実に勝利を積み重ね首位（7/16現在）に立っています。
大迫選手・武藤選手・汰木選手を初めとする攻撃陣はひきつづき好調。そして何よ
り、山川選手・菊池選手のCB2名が負傷離脱するなかでも失点数わずか15という、
リーグNo.1の堅守が好調なチームの原動力なのは間違いありません。前からの強
力なプレスに加え、本多選手、トゥーレル選手、大﨑選手らDF陣の硬い守備。そして
GK前川選手はまさに守護神と言える活躍です。
強敵、川崎フロンターレ相手にも臆することなく、リーグ優勝に向け、勝ち点3を持ち
帰りましょう。（な）

俺達のこの街に　お前が生まれたあの日
どんなことがあっても　忘れはしない

共に傷つき　共に立ち上がり
これからもずっと　歩んでゆこう

美しき港町　俺達は守りたい

命ある限り　神戸を愛したい

オオオーオ オオオオオー…
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2023年度日程

横浜FC
川崎フロンターレ
柏レイソル
FC東京
京都サンガＦＣ
サンフレッチェ広島
セレッソ大阪
横浜Fマリノス
鹿島アントラーズ
湘南ベルマーレ
浦和レッズ
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ガンバ大阪
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名古屋グランパス
FC東京
バルセロナ
セレッソ大阪
長野パルセイロ
横浜FC
アビスパ福岡
コンサドーレ札幌
アルビレックス新潟
ジュビロ磐田
サガン鳥栖
川崎フロンターレ
ヴァンフォーレ甲府
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対戦相手
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KOBE AWAY PRESSPDF版ダウンロード
http://kobeap.net/
Facebook　    http://www.facebook.com/kobeap
Twitter     @kobeap　(https://twitter.com/kobeap)

発行：KOBE AWAY PRESS編集部

KOBE AWAY PRESSからのご協力のお願い
KOBE AWAY PRESSを他のお友達にすすめたいという方や
自分のお店において配ってもいいよという方は大歓迎です。
一人でも多くのサポーターを誘ってアウェイゴール裏に駆けつけましょう！
KOBE AWAY PRESSのPDF版ダウンロード、および
KOBE AWAY PRESSに関するお問い合わせは、以下のURLにアクセスしてください。

このKOBE AWAY PRESSをSNS等でシェアしてください！

編集
後記

1 前川  黛也GK 坪井  湧也GK 廣永 遼太郎GK 40 フェリぺ メギオラーロGK 3 マテウス トゥーレルDF

15 本多  勇喜DF 菊池  流帆DF 初 瀬  亮DF 23 山川  哲史DF 24 酒井  高徳DF

25 大﨑  玲央DF 尾崎  優成DF 高橋  祥平DF 2 飯野  七聖MF 5 山 口  蛍MF

14 汰木  康也MF 齊藤  未月MF 井出  遥也MF 22 佐々木 大樹MF 27 泉  柊 椰MF

31 中坂  勇哉MF 扇原  貴宏MF 安達  秀都MF 38 浦  十 藏MF 10 大迫  勇也FW

11 武藤  嘉紀FW 川﨑  修平FW ジェアン パトリッキFW

28
17
34
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33
21

32
19
41
18
36
26 リ ン コ ンFW29 冨永  虹七FW35

トップチーム
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スタジアムでお会いするのは、本当にお久しぶり
です。
長らくお待たせしましたが、
KOBE AWAY PRESSがスタジアムに帰ってき
ました。
試合開始までの時間やハーフタイム。あるいは帰
宅後などなどアウェイゲームに、ちょっとした「何
か」をプラスできればと思っております。
今後とも、よろしくお願いします。（な）

アウェイゲームの写真提供してくださる方を募集
しています。提供してくださる方は各SNSのDM
にご連絡ください。

KOBE AWAY PRSS編集部では、試合展望やコラムを書いて頂ける方、写真
提供できる方を大募集中です。少しでもご興味持っていただけましたら、配布し
ている編集部員に直接お声がけいただくか、Facebook/Twitterにてご連絡く
ださい。よろしくお願いします。

次回のアウェイ戦は再来週の8/26(土)、国立でのFC東京戦です。国
立での試合は天皇杯決勝以来、3年半ぶりとなります。当時の熱戦、感
動を懐かしみたいところですが、現在2位(2023.7.15現在)の我ら
ヴィッセル神戸にとってはリーグ優勝を目指すうえで一戦たりとも落と
せない試合が続くのでほどほどにしておきましょう。
FC東京とは第15節にノエスタで対戦、前半に3ゴールを奪ったもの
の後半に2つPKを与えてしまい3-2と最後はヒヤヒヤもんの勝利でし
た。その後も順調に勝ち点を稼いでる神戸とは対照的に監督交代に
踏み切ったFC東京。交代後は名古屋に勝利、浦和にもゴールを許さ
ずドローと調子を上げて来ています。国立開催という独特の雰囲気も
あり今回も激戦必死な予感がします。
アウェイのFC東京戦で印象に残っているのはなんといっても2019
シーズンのイニエスタのゴール。当時は勝てない試合が続きフィンク
監督就任直後ということもあり絶対に負けられない中でのビューティ
フルゴール。その後チームは徐々に調子を上げ、元旦の国立での歓
喜に繋がっていきました。
久々の国立、絶対勝ってリーグ優勝しましょう。

彼には苦い思い出がある。
2017/12/17、あと一歩のところで日本一を掴み損ねた。
対戦相手はFC東京。前半は泉柊椰と自身のゴールで２点のリードを
奪うも後半に同点に追いつかれ、延長100分に逆転された。
試合終了後に対戦相手が歓喜するその横で、１３番を背負っていた彼
は下を向いていた。
あれから6年が経った。その間、色々とあった。
トップチーム昇格後、デビュー1年目で初先発初得点を記録。翌年に
はブラジルの名門パルメイラスへ移籍をする。名門の壁は厚かった
が、世界の厳しさを体感し、逞しさを備えて神戸に帰ってきた。
2020年ACL準決勝では不可解なジャッジにより自身の得点を取り
消された。アジアがいかにタフな舞台なのかを彼は痛感したのだろ
う、以後の彼は逞しさだけでなく度胸が漲っている。
そして今年の7/1、イニエスタの代わりに送り出された選手は佐々木
大樹だった。
世界を知る名選手からそのバトンを受け取った彼からは、6年前のよ
うな姿を想像できない。培ってきた度胸と逞しさが今の彼の好調を後
押ししている。
今日の試合は優勝戦線に残るためにも落とせない大事な試合だ。
堂々と主力メンバーとして試合に臨めることだろう。6年前の借りを
返す時が遂に来た。
イニエスタがいなくても、彼がいる。

Facebook
http://www.facebook.com/kobeap
Blog http://kobeap.net/
Twitter @kobeap

8/26（sat) 19:00  Kickoff
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